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問題

高校で「福祉」を学ぶことのできる学校は、

全国に何校ある？
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学校基本調査（令和４年度）より

高校で「福祉」を学ぶことのできる学校は、

【福祉系高校】※介護福祉士養成課程
・福祉系高校：111校・112課程

【介護に関する研修等】※338校
・介護福祉士実務者研修： 20校
・介護職員初任者研修 ：309校
・生活援助従事者研修 ： 8校
・介護に関する入門的研修：1校

【福祉科目の設置】
・福祉科目の設置校：104校

全国で「福祉」に関する学科等の設置数：554校
※全国に高校が4,824校あるので「11.5％」
※福祉系高校の割合は「2.3％」40校に1校
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問題

「福祉」を学んでいる高校生は、

全国に何人いる？
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学校基本調査（令和４年度）より

「福祉」を学んでいる高校生は、

【福祉系高校】※介護福祉士養成課程
・福祉系高校［在席生徒数：7,827人］

【介護に関する研修等】［在席生徒数：36,094人］
・介護福祉士実務者研修 （1,467人）
・介護職員初任者研修 （33,290人）
・生活援助従事者研修 （1,249人）
・介護に関する入門的研修 （88人）

【福祉科目の設置】
・福祉科目の設置校［在席生徒数：21,294人］

「福祉」を学んでいる高校生［在席生徒数：65,215人］
※高校生は2,956,900人いるので「2.2％」
※福祉系高校の生徒は割合は「0.26％」400人に1人
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総人口の推移



人口ピラミッドの推移
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主要国における高齢化率の国際比較



認 知 症 の 人 の 将 来 推 計 に つ い て

年
平成24年
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(2025)

令和12年

(2030)

令和22年

(2040)

令和32年

(2050)

令和42年

(2060)

各年齢の認知症有病
率が一定の場合の将

来推計

人数/(率) 462万人

15.0％

517万人

15.7％
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17.2％
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19.0％
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20.8％
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21.4％
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21.8％

850万人
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各年齢の認知症有病
率が上昇する場合の

将来推計 （※）

人数/(率)
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16.0％
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18.0％
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20.6％

830万人
23.2％

953万人
25.4％

1016万人

27.8％
1154万人

34.3％

「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成２６年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学 二宮教授）による速報値

年齢階級別の認知症有病率について（一万人コホート年齢階級別の認知症有病率）
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日本医療研究開発機構 認知症研究開発事業 「健康長寿社会の実現を目指した大規模認知症コホート研究」
悉皆調査を行った福岡県久山町、石川県中島町、愛媛県中山町における認知症有病率調査結果（解析対象 5,073人）
研究代表者 二宮利治（九州大学大学院）提供のデータより作図

（※） 久山町研究からモデルを作成すると、年齢、性別、生活習慣病（糖尿病）の有病率が認知症の有病率に影響することがわかった。
本推計では2060年までに糖尿病有病率が20％増加すると仮定した。

年齢階級別の認知症有病率と認知症の人の将来推計
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H12.4→R4.4の比較

要介護（要支援）の認定者数は、令和４年４月現在691万人で、この22年間で約3.17倍に。このうち軽度
の認定者数の増が大きい。また、近年、増加のペースが再び拡大。
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要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計

全国合計 986,231 959,371 1,445,482 1,168,601 925,659 888,640 594,936 6,968,920

〈介護保険事業状況報告 月報（暫定版）〉
令和４年8月分



○ 本表における介護職員数は、介護保険給付の対象となる介護サービス事業所、介護保険施設に従事する職員数。

介護職員数の推移
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176.5 183.1

(183.9) 9)186.8
183.3

（注４）
（注５）

(197.8)(200.9)(195.1)
(189. 188.2 189.8

210.6要介護（支援）認定者数
（単位：万人）

（注６） 194.4 14.5 総合事業

注１）平成21年度～29年度は、調査方法の変更による回収率変動等の影響を受けていることから、厚生労働省（社会･援護局）にて推計したもの。
（平成20年まではほぼ100%の回収率→ (例)平成29 ・補正の考え方：入所系（短期入所生活介護を除く）・通所介護は①施設数に着目した割り戻し、それ以外は②利用者数に着目した割り戻しにより行った。

注２） 各年の「介護サービス施設・事業所調査」の数値の合計から算出しているため、年ごとに、調査対象サービスの範囲に相違があり、以下のサービスの介護職員については、含まれていない。
（特定施設入居者生活介護：平成12～15年、地域密着型介護老人福祉施設：平成18年、通所リハビリテーションの介護職員数は全ての年に含めていない）

注３）介護職員数は、常勤、非常勤を含めた実人員数。（各年度の10月1日現在）
注４）平成27年度以降の介護職員数には、介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」という。）に従事する介護職員数は含まれていない。（【参考・推計値】平成27年度：0.8万人、平成28年度：6.6万人、平成29

年度：8.3万人、平成30年度：8.6万人、令和元年度：11.1万人 ※総合事業のうち従前の介護予防訪問介護・通所介護に相当するサービスに従事する介護職員数を厚生労働省（社会・援護局）にて推計。グラフの各年
度の( )内の数字は、これらを加えた介護職員数を示す。）

注５）平成30年度の介護職員数は「介護サービス施設・事業所調査」の数値（平成30年より調査方法が変更され、訪問介護及び通所介護については抽出調査となった。また、訪問介護については都道府県別・利用者規
模別の抽出率込みの回収率、通所介護は都道府県別の抽出率込みの回収率、これ以外の施設・サービスについては都道府県別の回収率により、それぞれ割り戻しを行っている。総合事業につ いては調査対象と
なっていない。）平成30年度分を機械的に従前と同様の方法で推計した場合、188.2（197.8）万人【参考値】となる。

注６）令和元年度の介護職員数は「介護サービス施設・事業所調査」の数値（令和元年より、総合事業の介護職員数について調査（従前の介護予防訪問介護・通所介護相当のサービスを本体と一体的に実施している事
業所に限る））。令和元年度分を機械的に従前と同様の方法で推計した場合、189.8（200.9）万人【参考値】となる。

【出典】 厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（介護職員数）、「介護保険事業状況報告」（要介護（要支援）認定者数）



注１） 介護職員数は実人員。
注２） 平成１９年以降の在宅サービスには、「夜間対応型訪問介護」、「認知症対応型通所介護」、「小規模多機能型居宅介護」、「地域密着型特定施設入居者生活介護」、「地域密着型介護老人福祉

施設」に勤務する介護職員数を含む。
注３） 介護福祉士の従事者数について、平成21～27年度は、調査方法の変更等による回収率変動の影響を受けていることから、厚生労働省（社会･援護局）にて推計している。また、通所リハビリテー

ションの職員数は含めていない。
【出典】厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」

○ 介護職員に占める介護福祉士の割合は上昇傾向にあり、令和元年は５割弱になっている。

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

介護職員［ａ］ 548,924 646,186 738,095 864,519 979,764 1,100,066 1,145,970 1,215,395 1,251,554 1,363,390 1,426,708 1,509,075 1,629,655 1,707,743 1,765,111 1,830,610 1,832,572 1,867,963 1,881,968 1,852,446

　うち介護福祉士［ｂ］ 131,554 150,331 169,189 186,243 209,552 251,824 291,057 341,290 389,143 458,046 505,330 543,930 607,101 660,546 717,903 782,930 828,720 861,056 883,260 886,828

　うち介護福祉士以外 417,370 495,855 568,906 678,276 770,212 848,242 854,913 874,105 862,411 905,344 921,378 965,145 1,022,554 1,047,197 1,047,208 1,047,680 1,003,852 1,006,907 998,708 965,618

介護福祉士の割合
［ｂ/ａ］

24.0% 23.3% 22.9% 21.5% 21.4% 22.9% 25.4% 28.1% 31.1% 33.6% 35.4% 36.0% 37.3% 38.7% 40.7% 42.8% 45.2% 46.1% 46.9% 47.9%

単位：人（実数）

（人）
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1,006,907 998,708 

995,140 

24.0% 23.3% 22.9% 21.5% 21.4%
22.9%

25.4%
28.1%

31.1%
33.6%

35.4% 36.0% 37.3% 38.7%
40.7%

42.8%
45.2% 46.1% 46.9% 47.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000
うち介護福祉士［ｂ］ うち介護福祉士以外 介護福祉士の割合…

548,924
646,186 738,095

864,519
979,764

1,100,066
1,145,970

1,215,395
1,251,554

1,363,390
1,426,708

1,509,075

1,629,655

1,707,743 1,765,111
1,830,610 1,832,572

1,867,963
1,881,968

介護職員に占める介護福祉士の割合の推移（実人員）
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基礎データ



																																												単位：人（実数）

						平成12年 ヘイセイ ネン		平成13年 ヘイセイ ネン		平成14年 ヘイセイ ネン		平成15年 ヘイセイ ネン		平成16年 ヘイセイ ネン		平成17年 ヘイセイ ネン		平成18年 ヘイセイ ネン		平成19年 ヘイセイ ネン		平成20年 ヘイセイ ネン		平成21年 ヘイセイ ネン		平成22年 ヘイセイ ネン		平成23年 ヘイセイ ネン		平成24年 ヘイセイ ネン		平成25年 ヘイセイ ネン		平成26年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン		平成28年 ヘイセイ ネン		平成29年 ヘイセイ ネン		平成30年 ヘイセイ ネン		令和元年 レイワ ガン ネン

				介護職員［ａ］ カイゴ ショクイン		548,924		646,186		738,095		864,519		979,764		1,100,066		1,145,970		1,215,395		1,251,554		1,363,390		1,426,708		1,509,075		1,629,655		1,707,743		1,765,111		1,830,610		1,832,572		1,867,963		1,881,968		1,852,446

				　うち介護福祉士［ｂ］ カイゴ フクシ		131,554		150,331		169,189		186,243		209,552		251,824		291,057		341,290		389,143		458,046		505,330		543,930		607,101		660,546		717,903		782,930		828,720		861,056		883,260		886,828

				　うち介護福祉士以外 カイゴ フクシ イガイ		417,370		495,855		568,906		678,276		770,212		848,242		854,913		874,105		862,411		905,344		921,378		965,145		1,022,554		1,047,197		1,047,208		1,047,680		1,003,852		1,006,907		998,708		965,618

				介護福祉士の割合
［ｂ/ａ］ カイゴ フクシシ ワリアイ		24.0%		23.3%		22.9%		21.5%		21.4%		22.9%		25.4%		28.1%		31.1%		33.6%		35.4%		36.0%		37.3%		38.7%		40.7%		42.8%		45.2%		46.1%		46.9%		47.9%

						平成12年 ヘイセイ ネン		平成13年 ヘイセイ ネン		平成14年 ヘイセイ ネン		平成15年 ヘイセイ ネン		平成16年 ヘイセイ ネン		平成17年 ヘイセイ ネン		平成18年 ヘイセイ ネン		平成19年 ヘイセイ ネン		平成20年 ヘイセイ ネン		平成21年 ヘイセイ ネン		平成22年 ヘイセイ ネン		平成23年 ヘイセイ ネン		平成24年 ヘイセイ ネン		平成25年 ヘイセイ ネン		平成26年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン		平成28年 ヘイセイ ネン

				介護福祉士数 カイゴ フクシ シ スウ		131,554		150,331		169,189		186,243		209,552		251,824		291,057		341,290		389,143		458,046		505,330		543,930		607,101		660,546		717,903		782,930		828,720

				介護職員数（介護福祉士を除く） カイゴ ショクインスウ カイゴ フクシシ ノゾ		417,370		495,855		568,906		678,276		770,212		848,242		854,913		874,105		862,411		905,344		921,378		965,145		1,022,554		1,047,197		1,047,208		1,047,680		1,003,852

				介護職員のうち、介護福祉士の割合 カイゴ ショクイン カイゴ フクシシ ワリアイ		24.0%		23.3%		22.9%		21.5%		21.4%		22.9%		25.4%		28.1%		31.1%		33.6%		35.4%		36.0%		37.3%		38.7%		40.7%		42.8%		45.2%



介護福祉士数	131554	150331	169189	186243	209552	251824	291057	341290	389143	458046	505330	543930	607101	660546	717903	782930	828720	平成12年	平成13年	平成14年	平成15年	平成16年	平成17年	平成18年	平成19年	平成20年	平成21年	平成22年	平成23年	平成24年	平成25年	平成26年	平成27年	平成28年	介護職員数（介護福祉士を除く）	417370	495855	568906	678276	770212	848242	854913	874105	862411	905344	921378	965145	1022554	1047197	1047208	1047680	1003852	平成12年	平成13年	平成14年	平成15年	平成16年	平成17年	平成18年	平成19年	平成20年	平成21年	平成22年	平成23年	平成24年	平成25年	平成26年	平成27年	平成28年	介護職員のうち、介護福祉士の割合	0.23965794900569112	0.23264354226182554	0.22922388039480013	0.21542962040163374	0.21388007724309119	0.22891717406046547	0.25398308856252783	0.28080582855779396	0.3109278544912964	0.33596109697151955	0.35419300936141102	0.36043934198101485	0.37253345033151186	0.38679473433648975	0.40671833102847355	0.42768803841342501	0.45221688424793133	平成12年	平成13年	平成14年	平成15年	平成16年	平成17年	平成18年	平成19年	平成20年	平成21年	平成22年	平成23年	平成24年	平成25年	平成26年	平成27年	



２０１９年度
（令和元年度）

２０２３年度
（令和５年度）

２０２５年度
（令和７年度）

○ 第８期介護保険事業計画の介護サービス見込み量等に基づき、都道府県が推計した介護職員の必要数を集計すると、
・2023年度には約２３３万人（＋約２２万人（5.5万人/年））
・2025年度には約２４３万人（＋約３２万人（5.3万人/年））
・2040年度には約２８０万人（＋約６９万人（3.3万人/年））
となった。 ※（）内は2019年度（211万人）比
※ 介護職員の必要数は、介護保険給付の対象となる介護サービス事業所、介護保険施設に従事する介護職員の必要数に、介護予防・日常生活支援総合事業のう
ち従前の介護予防訪問介護等に相当するサービスに従事する介護職員の必要数を加えたもの。

○ 国においては、①介護職員の処遇改善、②多様な人材の確保・育成、③離職防止・定着促進・生産性向上、④介護職の魅力向
上、⑤外国人材の受入環境整備など総合的な介護人材確保対策に取り組む。

注１）2019年度（令和元年度）の介護職員数約211万人は、「令和元年介護サービス施設・事業所調査」による。
注２）介護職員の必要数（約233万人・243万人・280万人）については、足下の介護職員数を約211万人として、市町村により第８期介護保険事業計画に位置付けられたサービス見込み量（総合事
業を含む）等に基づく都道府県による推計値を集計したもの。

注３）介護職員数には、総合事業のうち従前の介護予防訪問介護等に相当するサービスに従事する介護職員数を含む。
注４）2018年度（平成30年度）分から、介護職員数を調査している「介護サービス施設・事業所調査」の集計方法に変更があった。このため、同調査の変更前の結果に基づき必要数を算出している
第７期計画と、変更後の結果に基づき必要数を算出している第８期計画との比較はできない。

約
22
万
人

第８期計画期間（2021～2023） 第９期計画期間（2024～2026）

約２１１万人

約２３３万人
約２８０万人

約
69
万
人

～～ ～～

約２４３万人 ～ ～
～ ～

～ ～

約
32
万
人

２０４０年度
（令和22年度）

第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について
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第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数（都道府県別：九州抜粋）

13

№ 都道府県

2019年度
（令和元年
度）の介護
職員数

2023年度（令和５年度） 2025年度（令和７年度） 2040年度（令和22年度）

必要数

（参考）
現状推移シ
ナリオによ
る介護職員

数

差 需給率 必要数

（参考）
現状推移シ
ナリオによ
る介護職員

数

差 需給率 必要数

（参考）
現状推移シ
ナリオによ
る介護職員

数

差 需給率

40 福 岡 県 86,221 94,051 89,753 4,298 95.4% 97,525 91,301 6,224 93.6% 121,345 92,882 28,463 76.5%

41 佐 賀 県 15,312 16,447 15,629 818 95.0% 16,780 15,633 1,147 93.2% 19,065 14,297 4,768 75.0%

42 長 崎 県 27,400 29,211 28,077 1,134 96.1% 30,278 28,327 1,951 93.6% 31,873 29,205 2,668 91.6%

43 熊 本 県 31,775 32,961 31,505 1,456 95.6% 33,645 31,396 2,249 93.3% 39,341 30,934 8,407 78.6%

44 大 分 県 23,595 24,832 24,826 6 100.0% 26,360 25,086 1,274 95.2% 30,094 23,332 6,762 77.5%

45 宮 崎 県 21,447 22,558 21,009 1,549 93.1% 23,339 20,692 2,647 88.7% 27,251 17,703 9,548 65.0%

46 鹿児島県 32,399 36,314 34,219 2,095 94.2% 37,036 34,869 2,167 94.1% 40,849 36,995 3,854 90.6%

47 沖 縄 県 20,062 22,443 20,850 1,593 92.9% 23,056 21,087 1,969 91.5% 30,859 21,650 9,209 70.2%

2,105,8852,328,460 2,182,387 146,073 93.7%2,426,079 2,205,248 220,831 90.9% 2,802,578 2,153,892 648,686 76.9%

100％以上

100～90％

90～80％

80～70％

70未満



介護分野におけるICTの活用について

○ICTを活用した介護サービス事業所の業務効率化を通じて、職員の負担軽減を図る。
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介護ロボッ卜の活用について

○介護ロボッ卜の活用は 、介護サービスの質の向よ、現場の負担軽減や人材の有効活用などの観点
らか重要である。
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都道府県、産業別所定内給与額及び年間賞与等

令和４年３月25日
「令和３年賃金構造基本統計調査」 ※都道府県別参考表２より作成

16

都道府県

男女計 Ｐ 医療，福祉

年 齢

勤 続
きまって支給する

年間賞与

合計

所定内 年 間 比較
年 数 その他

現金給与
額

所定内給
与額

特別給与額 給与額 賞与額 合計 全国 各県等

全 国 計 43.4 12.3 334.8 307.4 875.5 4564.3 291.7 701.1 4201.5 ▽

43 熊 本 43.8 11.5 284.9 262.4 688.3 3837.1 263.7 600.9 3765.3 ▽ ▽

都道府県

男 Ｐ 医療，福祉

年 齢

勤 続
きまって支給する

年間賞与

合計

所定内 年 間 比較
年 数 その他

現金給与
額

所定内給
与額

特別給与額 給与額 賞与額 合計 全国 各県等

全 国 計 44.1 13.7 370.5 337.2 1018.2 5064.6 355.5 798.5 5064.5 ▽

43 熊 本 44.4 12.5 318.7 288.8 819.2 4284.8 310.8 688.4 4418.0 ▽ ▲

都道府県

女 Ｐ 医療，福祉

年 齢

勤 続

きまって支給する

年間賞与

合計
所定内 年 間

比較
年 数 その他

現金給与
額

所定内給
与額

特別給与額
給与額 賞与額

合計 全国 各県等

全 国 計 42.1 9.7 270.2 253.6 617.0 3660.2 265.3 660.8 3844.4 ▲

43 熊 本 42.8 10 237.2 225.0 503.0 3203.0 245.1 566.2 3507.4 ▽ ▲
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第34回介護福祉士国家試験の受験状況（受験区分別）

◇全国福祉高等学校長会調べ・・・福祉系高等学校（新卒者）の合格率：90.4％！

※城北高校：これまで千人以上の介護福祉士国家試験受験資格付与を行うとともに、第３４回に
おいて過去最高の７５％の合格率を達成している。

区分
受験者数

(人）
合格者数

(人）
合格率
(％）

割合
(％）

総数 83,082 60,099 72.3 100.0

介護福祉士養成施設 7,144 4,667 65.3 7.8

社会福祉施設の介護職員等 51,733 37,795 73.1 62.9

老人福祉施設の介護職員等 45,423 32,600 71.8 54.2

障害者福祉施設の介護職員等 5,654 4,663 82.5 7.8

保護施設、児童福祉施設の介護職員等 579 472 81.5 0.8

その他の社会福祉施設の介護職員等 77 60 77.9 0.1

訪問介護員等 10,376 7,893 76.1 13.1

介護老人保健施設、介護医療院の介護職員等 5,667 3,761 66.4 6.3

医療機関の看護補助者等 5,278 3,641 69.0 6.1

福祉系高等学校（専攻科を含む） 2,816 2,290 81.3 3.8

その他 68 52 76.5 0.1



88.0%

83.7%

80.0%

72.9%

65.3%

74.9%
76.8%

77.9%

81.5% 81.3%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

第30回 第31回 第32回 第33回 第34回

養成施設 合格率 福祉系高等学校合格率

18

介護福祉士国家試験受験状況（全体と福祉系高の比較）

23.2%

47.3%

55.1% 52.4% 50.7%

50.2%
45.9% 48.0%

42.6%
50.4% 52.0% 48.3%

64.4%
61.0%

72.1% 73.7% 71.0%
72.3%

3.9%

18.6%

35.8%
35.4%

49.4%

53.0%
49.9% 52.7% 48.9%

56.2% 56.3%
55.6%

70.6%
68.2%

73.9% 76.8%
81.5%

81.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

国試受験者全体 合格率 福祉系高等学校合格率

44.9%
52.7% 55.1% 56.3%

65.5% 68.2%
74.9%

81.5%
81.3%

48.0%
56.0%

62.9% 66.3%

83.6% 85.3% 86.6%
92.2%
90.4%

35.9% 45.7%
37.0%

32.0%
49.4% 43.2%

34.5% 38.5%42.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

第
12

回

第
13

回

第
14

回

第
15

回

第
16

回

第
17

回

第
18

回

第
19

回

第
20

回

第
21

回

第
22

回

第
23

回

第
24

回

第
25

回

第
26

回

第
27

回

第
28

回

第
29

回

第
30

回

第
31

回

第
32

回

第
33

回

第
34

回

総数 合格率 新卒者 合格率 既卒者 合格率
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全国産業教育フェア第32回（青森大会）介護技術コンテスト



開会式の様子等

20



競技の様子
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閉会式の様子等

22
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競技結果
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全国産業教育フェア第33回（福井大会）介護技術コンテスト 追加
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2023

技能五輪国際大会「Health and Social Care」第8回：フランス・ボルドー

WorldSkills Competition 2022 Special Edition
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技能五輪国際大会「Health and Social Care」第8回：フランス・ボルドー



新学習指導要領に基づく福祉系高等学校の
教育実態に関する調査研究（概要）

令和２年３月
【高等学校福祉教育方法・教材開発研究会】

〈令和元年度：社会福祉振興・試験センター助成事業〉



29

「介護福祉士」資格取得率：合格率が高く、９割が地元に就職！



30

８割以上が福祉・介護分野で活躍、地域・施設の活性化を担っている
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現在の仕事を選んだ理由

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.2 

35.4 

29.8 

29.4 

30.2 

20.5 

27.6 

20.8 

14.4 

8.6 

5.7 

4.4 

3.8 

1.9 

52.1 

38.3 

29.0 

33.7 

24.6 

20.1 

12.1 

18.8 

12.3 

8.2 

6.0 

4.8 

4.1 

1.8 

45.6 

27.9 

28.9 

29.2 

27.6 

25.5 

15.6 

17.6 

10.7 

11.9 

4.1 

5.2 

4.7 

2.0 

55.1 

56.6 

33.6 

28.3 

14.7 

17.2 

17.6 

12.3 

19.1 

7.8 

6.8 

3.4 

3.0 

2.0 

0% 20% 40% 60%

働きがいのある仕事だと思ったから

資格・技能が活かせるから

人や社会の役に立ちたいから

今後もニーズが高まる仕事だから

介護の知識や技能が身につくから

お年寄りが好きだから

自分や家族の都合のよい時間（日）

に働けるから

身近な人の介護の経験から

生きがい・社会参加のため

他によい仕事がないため

給与等の収入が多いから

その他

特に理由はない

無回答

訪問介護員(n=3,097)

サービス提供責任者(n=2,162)

介護職員(n=7,517)

介護支援専門員(n=2,040)

50.6 

37.1 

30.6 

30.3 

22.6 

22.3 

19.0 

15.7 

13.8 

9.1 

6.1 

4.8 

4.1 

1.9 

46.1 

28.0 

33.2 

35.7 

18.2 

18.8 

9.2 

13.0 

12.1 

13.7 

5.1 

4.9 

6.9 

1.9 

51.9 

39.7 

30.2 

28.9 

23.9 

23.5 

21.8 

16.3 

14.1 

7.9 

6.6 

4.7 

3.2 

1.6 

0% 20% 40% 60%

働きがいのある仕事だと思ったから

資格・技能が活かせるから

人や社会の役に立ちたいから

今後もニーズが高まる仕事だから

介護の知識や技能が身につくから

お年寄りが好きだから

自分や家族の都合のよい時間（日）

に働けるから

身近な人の介護の経験から

生きがい・社会参加のため

他によい仕事がないため

給与等の収入が多いから

その他

特に理由はない

無回答

全体(n=19,925)

男性(n=3,953)

女性(n=14,170)

・現在の仕事を選んだ理由をたずねたところ、「働きがいのある仕事だと思ったから」が50.6％で最も高く、次い
で｢資格・技能が活かせるから｣が37.1%となっている。

・性別でみると、「資格・技能が活かせるから」、「自分や家族の都合のよい時間（日）に働けるから」は男性に比
べて女性の方が10ポイント以上高く、「今後もニ－ズが高まる仕事だから」は女性に比べて男性の方が6.8ポイ
ント高くなっている。
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課長の仕事、“やりがいの有無”が成長や目標、昇進に大きく影響
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【U-CAN】2023年武器になる資格



福祉の未来の可能性：「福祉」「介護」×（ｶｹﾙ） 思いを形に！
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福祉の未来の可能性：「福祉」「介護」×（ｶｹﾙ） 思いを形に！



認 知 症 の 人 の 将 来 推 計 に つ い て

年
平成24年

（2012）

平成27年

(2015)

令和2年

(2020)

令和7年

(2025)

令和12年

(2030)

令和22年

(2040)

令和32年

(2050)

令和42年

(2060)

各年齢の認知症有病
率が一定の場合の将

来推計

人数/(率) 462万人

15.0％

517万人

15.7％

602万人
17.2％

675万人
19.0％

744万人
20.8％

802万人
21.4％

797万人
21.8％

850万人
25.3％

各年齢の認知症有病
率が上昇する場合の

将来推計 （※）

人数/(率)

525万人
16.0％

631万人
18.0％

730万人
20.6％

830万人
23.2％

953万人
25.4％

1016万人

27.8％
1154万人

34.3％

「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成２６年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学 二宮教授）による速報値

年齢階級別の認知症有病率について（一万人コホート年齢階級別の認知症有病率）

80%

70%

60% 48.5
44.3

71.8
64.2

50% 35.6
40%

30%

20%
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0%

1.6
1.5
1.5

3.8
3.6
3.4

11.0
10.4

9.6

24.0
22.4
20.0

42.4

65-69 70-74 75-79 80-84 85-89 90+

日本医療研究開発機構 認知症研究開発事業 「健康長寿社会の実現を目指した大規模認知症コホート研究」
悉皆調査を行った福岡県久山町、石川県中島町、愛媛県中山町における認知症有病率調査結果（解析対象 5,073人）
研究代表者 二宮利治（九州大学大学院）提供のデータより作図

（※） 久山町研究からモデルを作成すると、年齢、性別、生活習慣病（糖尿病）の有病率が認知症の有病率に影響することがわかった。
本推計では2060年までに糖尿病有病率が20％増加すると仮定した。

年齢階級別の認知症有病率と認知症の人の将来推計

36



高齢者は支援を受ける側？

37



元気な高齢者の活躍

38



人口ピラミッドを逆さにする発想

39



各人の得意や知識を合体させた働き方という発想

40



福祉・介護の未来

「福祉」「介護」はあらゆる分野とつながっている。

あなたの魅力をプラスすれば
福祉・介護の可能性を最大限に

福祉・介護の未来はもっと進化する

41

福祉系高校は、地域に根ざした存在
福祉を学ぶ高校生は

福祉・介護の新たな価値を創造するクリエーター！



42



色とりどり、各人の想いのつながる地域に

43

夢を秘め、未来を創造する城北高校医療福祉科
生徒の活躍を応援しています！
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